
・超低出生体重児の長期予後 
・新生児の認知機能とその神経メカニズム 
・小児における神経発達障害の早期診断と早期対応 
・原始反射の臨床的意義と神経メカニズム 
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研究課題 



・2017年6月 - Albert Nelson Marquis Lifetime Achievement Award 
・2016年10月 - 読売療育賞（医療福祉施設きずなとの共同研究） 
・2010年10月 - 佛教大学学術賞 
・1987年7月 - 日本小児神経学会 長島賞（Best Paper Award） 
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・Royal Society of Medicine 
・New York Academy of Sciences 
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編著書 

・「障害医学への招待」（クリエイツかもがわ、2006年） 
・「周産期医療の理論と実践」（メディカ出版、1992年） 


